
UHF デジタル簡易無線電話装置 ( 登録局 )

取扱説明書

お買い上げいただきましてありがとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正し
くお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保管
してください。
本機は日本国内専用のモデルですので、国外で使用す
ることはできません。
TPZ-D563BT は BluetoothⓇ搭載モデルです。

TPZ-D563
TPZ-D563BT

B5A-3708-00 (J)

本無線機を使用する際には、必ず総務省の総合通信局に無線局の登録申請を
おこない、登録状の交付を受けたあとに使用してください。
無線局の登録申請をおこなわずに使用すると、不法無線局となり、1年以下の
懲役又は百万円以下の罰金に処されることになりますのでご注意ください。
無線局の登録申請については、登録申請書式を一式同梱して
います。
登録申請書の書き方および申請方法については、下記 URL、
または QR コードから弊社ウェブサイトの「無線局の登録申請
について」のページをご覧いただき、登録申請してください。

https://www.kenwood.com/jp/products/communications/hpdt/touroku.html

http://www.kenwood.com/jp/products/communications/hpdt/touroku.html
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このマークが付いた注釈は、使用上での注意事項が記載されています。

このマークが付いた注釈は、使用上での補足事項が記載されています。

説明上の注釈表記について

	◆ 販売店にて機能や設定を変更している場合があります。

	● メニューモードおよび拡張メニューモードの機能一覧の項目については、各メ
ニューモードの機能一覧のページを参照ください。
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安全上のご注意
絵表示について
この「安全上のご注意」には、お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然
に防ぎ、安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。ご使用
の際には、次の内容 ( 表示と意味 ) をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項
をお守りください。

危険 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負
う危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。

警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負
う可能性が想定される内容を示しています。

注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想
定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示の例

禁止 ( してはいけないこと ) を示す記号です。

分解してはいけないことを示す記号です。

水が場所で使用したり、水に濡らしたりしてはいけないことを示す記号です。

指示に基づく行為の強制 ( 必ず実行していただくこと ) を示す記号です。

電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示す記号です。

免責事項について
お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合ま
たはこの製品の使用によって受けられた損害については、法令上賠償責任が認められ
る場合を除き、弊社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

危険
使用環境・条件

引火、爆発の恐れがありますので、プロパンガス、ガソリンなどの可燃性ガス
の発生するような場所では使用しないでください。
運転しながら無線機を操作 ( 通信 ) するのはおやめください。安全な場所へ車を
停車させてから操作 ( 通信 ) してください。

充電池 ( バッテリーパック ) の取り扱いについて
充電池は下記のことをお守りいただけない場合、けがや電池の漏液、発火、発熱、破
裂させる原因となります。

充電池を電磁調理器の上に置いたり、電子レンジや高圧容器に入れたりしない
でください。
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安全上のご注意

充電温度範囲は、5℃〜 40℃です。この温度範囲以外では充電しないでください。

指定以外の充電器では充電しないでください。

無線機以外の機器に取り付けないでください。

火の中に投入したり、加熱したり、ハンダ付けしたり、分解したりしないでく
ださい。

濡れた無線機と電池を充電しないでください。火災や感電の原因となります。

端子を針金などの金属類でショートさせないでください。また、ネックレスや
ヘアピンなどの金属物と一緒に持ち運んだり、保管したりしないでください。

充電池から内部の液体などが漏れている場合は、直ちに使用をやめて、下記のことを
お守りください。

充電池内部の液体が目に入ったときは、失明のおそれがありますので、こすら
ずに、すぐにきれいな水で洗ったあと、直ちに医師の治療を受けてください。

充電池内部の液体が皮膚や衣服に付着したときは、皮膚に障害をおこすおそれ
がありますので、すぐにきれいな水で洗い流してください。

警告
使用方法について

オプション機器は指定された製品以外を使用しないでください。指定機器以外
を使用すると誤動作や故障の原因になります。
エアバック装置の近くに無線機を置かないでください。エアバック装置が動作
したときなど装置が体に当たってけがをすることがあります。
機械に巻き込まれる恐れのある場所では、スピーカーマイクロホンなどのケー
ブルを首に掛けないでください。けがの原因となります。
無線機の近くに小さな金属物や水などの入った容器を置かないでください。こ
ぼれたり、中に入ったりした場合、火災・やけど・感電・故障の原因となります。
アンテナやストラップを持って、無線機を振り回さないでください。人に当たっ
てけがを負わせたり、ものに当たって装置が破損したりすることがあります。

アンテナを誤って目にささないようにご注意ください。

アンテナ端子に触れているときに送信しないでください。高周波やけどの原因
となります。
ネックストラップを使用している場合、ネックストラップがドアや機械等に挟
まれないように注意してください。けがの原因となります。
高温になる場所 ( 火のそば、暖房機のそば、こたつの中、直射日光の当たる場
所、炎天下の車内など ) で使用、保管、放置しないでください。火災、やけど、
けがの原因となります。
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安全上のご注意

直射日光が当たる場所や車のヒーターの吹き出し口など、異常に温度が高くな
る場所には置かないでください。内部の温度が上がり、ケースや部品が変形・
変色し、火災ややけどの原因となることがあります。
ぐらついた台の上や傾いたところ、振動の多い場所には置かないでください。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。
本機の付属品や、本機から取り外したものを幼児、子供の手の届くところに置
かないでください。 あやまって飲み込むおそれがあります。 万一、飲み込ん
だ場合は直ちに医師に相談してください。

落下などにより破損した部品には直接触らないでください。けがの原因となります。

煙が出たら、やけどに注意してすぐに電源を切り、電池を外し、充電中は電源
プラグをコンセントから抜き、煙が出なくなるのを確認してから、お買い上げ
の販売店にご連絡ください。
内部に水や異物が入った場合や、落としたり、ケースを破損したりした場合、ま
たは異常な音がしたり、煙が出たり、変な臭いがしたりするなどの異常な状態に
なった場合は、そのまま使用すると、火災・やけど・感電・故障の原因となります。
雷が鳴り出したら、安全のため早めに電源を切り、充電中は電源プラグをコン
セントから抜いて、ご使用をお控えください。
無線機のケースは開けないでください。感電・けが・故障の原因となります。
内部の点検・修理は、お買い上げの販売店にご依頼ください。お客様による修
理は、危険ですから絶対におやめください。

注意
使用環境・条件

電子機器 ( 特に医療機器 ) の近くでは使用しないでください。電波障害により機
器の故障・誤動作の原因となります。
空港施設、鉄道施設、港湾、病院などの管理区域に指定されている場所での無
線機の使用については、各施設管理者にお問い合わせ、ご確認したうえでご使
用ください。

本機を使用できるのは、日本国内のみです。国外では使用できません。

テレビやラジオ、パソコンの近くで使用しないでください。電波障害を与えたり、
受けたりすることがあります。
調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所には置かないでくだ
さい。火災・感電・故障の原因となることがあります。
結露した場合は、自然乾燥させるか、長い時間同じ環境に置くなどして、結露
がなくなってからご使用ください。
マイクの開口部やスピーカーグリルに水が入ると、音声レベルが不安定になった
り歪んだりすることがあります。無線機を操作する前に、無線機を軽く振って、
スピーカーやマイクから水を取り除いてください。
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安全上のご注意

使用方法について

ベルトフックに指をはさまないようにご注意ください。

スピーカー / マイク端子には指定されたオプション以外は接続しないでくださ
い。故障の原因となることがあります。
乾燥した部屋やカーペットを敷いた廊下などでは静電気が発生しやすくなりま
す。このような場所では、イヤホンを使用したときに静電気で耳の皮膚に電気
ショックを感じることがあります。静電気が発生しやすい場所ではイヤホンを
使用しないか、スピーカーマイクロホンをご使用ください。
長期間使わないときやお手入れの際は、安全のため、電源を切り、電池を外し
てください。
イヤホンを使用するときは、音量を上げすぎないでください。聴覚障害の原因
となることがあります。
スピーカーマイクロホンなどを無線機に接続している場合は、音量を下げてくだ
さい。モニター機能を使用するときの音量に注意してください。
充電端子などに水滴が付いたら、安全のため乾いた布で拭き取ってください。
汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤をご使用ください。シンナーやベン
ジン、アルコールは使用しないでください。
無線機は、充電動作中にバッテリーパックの温度が高くなる場合があります。
バッテリーパックを交換するときは、十分気を付けて取り外してください。
無線機は、長時間、送信のために使用される場合、本体の金属部分が熱くなるので、
バッテリーパックを交換するときなどは、金属部分には手を触れないでください。

	◆ 充電器など別売りの外部機器使用時の注意については使用する機器に付属の取
扱説明書をご覧ください。

ご使用上のご注意

	● 施設の管理等により、無線機の使用が禁止されているところでは、本機を使用しない
でください。
	● 本機を複数で使用する場合、近距離 (約 10m以内 )で同時に通話しないでください。
異なるチャンネル同士であっても、電波妨害が発生することがあります。
	● 通話のできる距離は地形や環境 (天候や建物などの障害物 )によって短くなることが
あります。そのようなときは、少し場所を移動して運用してください。

	● 通話のできる距離の目安は下記のとおりです。建築物が多い地域や、自動車などの金属
物体の周囲では、通話のできる距離が短くなります。
※送信出力5 W出力時
・建物が林立する市街地：約0.5~1 km
・見通しの良い郊外：約1~4 km
	● 本製品は抗菌・抗ウイルスのセルフィールⓇを加工済です。セルフィールⓇは.
ニチリンケミカル株式会社の登録商標です。
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ご使用の前に
Bluetooth® 機能に関する表示 TPZ-D563BTのみ

本機背面に貼られているラベルに記載の、Bluetooth 機能に関する表示について説明します。

2.4 2.4 GHz 帯を使用する無線設備を表します。

FH 変調方式を表します (FHSS: 周波数ホッピング・スペクトラム
拡散方式 )。

1 想定干渉距離を表します (10 m 以下 )。
全帯域を使用し、かつ移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局な
らびにアマチュア局の帯域を回避可能であることを意味します。

Bluetooth 機能による電波干渉についてのご注意
本機の Bluetooth 機能を使用するときは、下記の内容についてご注意ください。

	● Bluetooth に使用される 2.4 GHz 帯では、電子レンジなどの産業・科学・医療用機
器のほか、工場の製造ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線局 ( 免
許を要する無線局 ) および特定小電力無線局 ( 免許を要しない無線局 )、ならびに
アマチュア局が運用されています。

本機の Bluetooth 機能を使用する場合は、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れが
あるため、以下の事項に注意してください。

	● 本機の Bluetooth 機能をオンする前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特
定小電力無線局、2.4 GHz 帯のアマチュア局など ( 以下「他の無線局」という ) が運
用されていないことをご確認ください。

	● 万一、本機の Bluetooth 機能により「他の無線局」に対して有害な電波干渉の事例が
発生した場合には、すみやかに本機の使用場所を変更するか、本機の Bluetooth 機
能をオフにしたうえで、JVCケンウッドカスタマーサポートセンターへご連絡いた
だき、混信回避の処置についてご相談ください。

Bluetooth® ワードマークおよびロゴは登録商標であり、Bluetooth SIG,Inc. が所有権を有します。
株式会社 JVCケンウッドは使用許諾のもとでこれらのマークおよびロゴを使用しています。そ
の他の商標および登録商標は、それぞれの所有者の商標および登録商標です。

防塵 / 防水性能について
本機はオプション接続端子の防水キャップを、隙間のないように正しく取り付けた
状態で弊社指定のバッテリーパック (KNB-75LA/ KNB-76L) を装着することにより、
IPX8 ※ 1 の防水性能と、IP6X ※ 2 の防塵性能を有しています。
※ 1 		 IPX8 とは、常温で水道水、かつ静水の水深 1 m のところに無線機を静かに沈め、 

2 時間放置後、取り出したときに無線機としての機能を有することを意味します。
※ 2 	 IP6X とは、保護度合いを指し、直径 75 μm 以下の塵埃 ( じんあい ) が入った装

置に無線機を 8 時間入れてかくはんさせ、取り出したときに無線機の内部に塵
埃が侵入しない機能を有することを意味します。

	● 本製品は設計段階において該当する防塵 / 防水性能の試験をおこないその性能を
確認しておりますが、実際のご使用にあたって、すべての状況で防塵 / 防水性能
を保証するものではありません。お客様の取り扱いの不備による故障と認められ
たときは、保証の対象外となりますのでご了承ください。
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ご使用の前に
	● 本機の防水性能は真水環境にてのみ性能を保証しております。塩水が掛かる環境で

のご使用は 無線機の腐食の原因になり、防水性能の保証はできません。
	● 水中での使用 ( 各種操作キーの押下など ) は IPX8 の保証対象外となります。
	● ナット付きのオプションを使用する場合は、プラグを確実に取り付けてからナッ

トで固定してください。また、取り付ける際には、微細なゴミ ( 微細な繊維、髪の毛、
砂など ) をはさんでいないか、ご確認ください。

	● 石鹸水、洗剤、調味料、ジュース、海水、油など水道水以外のものを掛けたり、浸け
たりしないでください。また、高温のお湯に浸けたり、掛けたりしないでください。

	● 本機の汚れを落とす際は、水に漬けたり、蛇口からの水や湯を直接当てたりしな
いでください。

	● 本機が濡れているときは防水キャップを開けないでください。
	● オプションを使用しない場合は防水キャップをしっかり閉じてください。
	● オプション自体の防塵/ 防水性能は各オプション製品により異なります。
	● 充電台や AC アダプターは防塵/ 防水仕様ではありません。本機が濡れている状態

では使用しないでください。
	● 本機に衝撃を与えた場合は、防塵/ 防水性能に影響を与える場合があります。

音声圧縮 ( 符号化 ) 方式について
米国DVSI 社の開発したAMBE (Advanced Multi-Band Excitation) 方式を採用し、本機は
AMBE+2TM に対応しています。The AMBE+2TM voice coding Technology embodied in this 
product is protected by intellectual property rights including patent rights, copyrights and trade 
secrets of Digital Voice Systems, Inc.  This voice coding Technology is licensed solely for use 
within this Communications Equipment.  The user of this Technology is explicitly prohibited from 
attempting to extract, remove, decompile, reverse engineer, or disassemble the Object Code, or in 
any other way convert the Object Code into a human-readable form. U.S. Patent Nos.   #8,315,860, 
#8,595,002, #6,912,495, #8,200,497, #7,970,606, and #8,359,197.

FOSS ライセンス

本装置は下記のライセンスに基づくソフトウェアを使用します。なお各ライセンスは 
JVCケンウッド以外の第三者による規定のため、原文 ( 英文 ) を記載します。
*Md5
Copyright (C) 1999, 2000, 2002 Aladdin Enterprises. All rights reserved.
This software is provided ‘as-is’, without any express or implied warranty.
In no event will the authors be held liable for any damages arising from the use of this software.
Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including commercial 
applications, and to alter it and redistribute it freely, subject to the following restrictions:
1. 	 The origin of this software must not be misrepresented; you must not claim that you wrote the original 

software. If you use this software in a product, an acknowledgment in the product documentation 
would be appreciated but is not required.

2. 	 Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be misrepresented as being 
the original software.

3. 	 This notice may not be removed or altered from any source distribution.
L. Peter Deutsch　　
ghost@aladdin.com
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ご使用の前に
本機の付属品

付属品がすべて揃っていることをご確認ください。

充電式リチウムイオンバッテリーパック (KNB-75LA (1820 mAh)).................................................1
充電器................................................................................................................................................................................................1
ACアダプター............................................................................................................................................................................1
ベルトフック...............................................................................................................................................................................1
ベルトフック取り付けねじセット............................................................................................................................1
アンテナ..........................................................................................................................................................................................1
登録申請書類.......................................................................................................................................................................一式
取扱説明書....................................................................................................................................................................................1
保証書................................................................................................................................................................................................1

バッテリーパックの取り扱い

バッテリーパックの取り付け
1 	 バッテリーパック上側の凸部と本体裏側のみぞを合わせ、バッテリーパック
を押し込みます

バッテリーパック

2 	 リリースレバーを本体にロックさせます

X

リリースレバー

リリースレバーが横から
見て浮かないようにして
ください。

	◆ バッテリーパックを取り付け/取り外すときは、無線機本体やバッテリーパック
を落とさないように注意してください。



11

ご
使
用
の
前
に

ご使用の前に

バッテリーパックの取り外し
1 	 バッテリーパックのリリースレバーを開きながら取り外します

リリースレバー

バッテリーパックの特性について
	● 充放電を繰り返すと、使用できる時間が徐々に短くなります。
	● 使用せずに置いておくだけでもわずかながら電池の劣化が進みます。
	● 低温での充電時間は、室温時より長くなる場合があります。
	● 高温状態で充放電したり、無線機を使用したりすると寿命が短くなります。また、高温
状態での保管も劣化の進行が早まります。車の中に置いたままにしたり、暖房機の上に
置いたりしないでください。
	● バッテリーパックを高温状態で放置すると使用できなくなります。バッテリーパック
が常温まで冷めてから使用してください。常温の状態でも使用できない場合は、一度
充電してください。使用できるようになります。
	● 長期間保管後は、電池容量が低下していることがあります。必ず充電してからご使用
ください。
	● 満充電しても使用時間が短くなってきた場合は、バッテリーパックの寿命です。この
まま充電/放電を繰り返すと、液漏れの原因になることがあります。新しいバッテリー
パックをお買い求めください。

使用済みバッテリーパックの取り扱い注意事項
	● プラス端子、マイナス端子をテープ等で絶縁してください。
	● 被覆をはがさないでください。
	● 分解しないでください。

不要になったバッテリーパックは、貴重な資源を守るために廃棄し
ないで充電式電池リサイクル協力店、弊社営業担当窓口、または
販売店へお持ちください。リサイクルにご協力お願いいたします。
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ご使用の前に
バッテリーパック使用時間の目安

使用条件
バッテリーセーブ機能

オン ( 初期値 ) オフ
KNB-75LA使用時 15時間 13時間
KNB-76L使用時 18時間 15時間

送信出力 5 Wで、送信5/受信 5/待受 90の比率にて連続運用した場合の時間です。

バッテリーパック残量警告
バッテリーパックの容量が減ると、表示部の「 」が点滅し、LED が赤色に点滅し「ププ
プ」と警告音が鳴ります。早めにバッテリーパックを充電するか交換してください。

:十分     : 残量あり    : 残量少   ( 点滅 ) : 残量なし (要充電 )

バッテリーパックの充電バッテリーパックは出荷時には満充電されていません。使用前
に必ず満充電にしてください。また、使用後も必ず充電してください。

バッテリーパックの充電

1 	 付属するACアダプターのプラグを充電器に差し込みます
2 	 ACアダプターをACコンセントに差し込みます

AC 100 V
DC プラグ

充電器

AC アダプター

3 	 無線機、バッテリーパックを充電器に差し込みます

LED

充電端子

充電開始するとLEDが赤色に点灯します。
充電時間の目安は下記のとおりです。

● KNB-75LA：約 150 分
● KNB-76L    ：約 180 分
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ご使用の前に

	◆ 無線機をご使用しながら充電はできません。無線機を充電器に差し込むときは、
必ず電源を切ってください。

4 	 充電が完了するとLEDが緑色に点滅します
無線機を充電器から抜きます。

充電時の状態表示

LEDの色 状態
赤点灯 充電中であることを表します。

赤点滅または点灯し
ない

バッテリーパックが正しく差し込まれていない場合があります。 再度差し
込みなおしてください。
充電端子が接触不具合をおこしている場合があります。充電台の端子やバッ
テリーパックの端子を綿棒や乾いた布で拭いてから再度充電してください。
それでも改善しない場合は、バッテリーパック、または充電台に何らかの
不具合があります。直ちに充電を中止して、お買い上げの販売店、または
JVCケンウッドカスタマーサポートセンターにご相談ください。

緑点滅 充電が完了したことを表します。

緑と橙が交互に点灯
バッテリーパックの温度が充電温度範囲外になっています。一度バッテ
リーパックを充電台から抜き、バッテリーパックが常温になってから再度
充電台に挿入してください。

	◆ 必ず専用のバッテリーパック、充電器、AC アダプターを使用して充電してく
ださい。指定以外の機器を用いて充電すると故障の原因になります。

	◆ 充電器や、AC アダプターまたは AC アダプターのケーブルが損傷している場合
は、充電せずお買い上げの販売店にご連絡ください。

	◆ 充電端子を金属物などでショートさせないでください。
	◆ コンセントから、AC アダプターを抜く際は、コードではなく AC アダプター本

体を持って抜いてください。
	◆ 充電器は、AC アダプターのケーブルを踏んだり、引っ掛けたりして、損傷し

たりしない場所に置いてください。
	◆ 本体やバッテリーパックが濡れたままで充電すると、故障の原因になります。

本体やバッテリーパックが濡れているときは、乾いた布でよく拭き取ってから
充電器に差し込んでください。

	◆ 充電器の端子は、ゴミなどが付着しないように綿棒や乾いたやわらかい布で
時々拭いてください。

	◆ 充電器の近くで無線機を使用すると、充電器が誤動作することがあります。
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ご使用の前に
オプション機器の接続 ( 別売品 )

イヤホン/スピーカーマイクロホンなど外部機器を接続します。
防水キャップを外して、無線機の接続端子にオプション機器のプラグを差し込み、プラグの
ナットを時計方向 (右 )に固定されるまで回して確実に取り付けます。

防水キャップ

プラグ

ナット

	◆ 必ず無線機の電源を切った状態で接続してください。
	◆ 防水キャップが正しく取り付けられていないと防水性能は保証できません。オプ

ションを使用しないときは、防水キャップが正しく取り付けられていることを確
認してください。また、オプションを接続した場合は防水性能の保証はできません。

	◆ 断線防止のため、オプションを取り外すときは、プラグを持って取り外してください。

半挿しエラー警告
オプション機器のプラグ接続が不完全な場合を検出す
ると、右記の画面になりエラー音が鳴ります。接続の
不具合が解消されたときエラー表示とエラー音は停止
します。

ストラップの取り付け

別売品のネックストラップSB-4や市販品のスト
ラップを取り付けるときは、無線機背面上部のス
トラップ用穴を使用してください。

	◆ ストラップを持って本機を振り回したりしないでください。故障やけがの原因
となります。
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ご使用の前に
アンテナの取り付け

アンテナの根元を持ち、本体上面のコネクタに
時計方向 (右 )に固定されるまで回して確実に取
り付けます。

アンテナ

ベルトフックの取り付け

ベルトフックと本体のねじ穴を合わせて、付属
のねじで取り付けます。
ベルトフックを本体のねじ穴に合わせて、ねじ
が緩まないようにしっかり取り付けてくださ
い。

	◆ 付属以外のねじを使用しないでください。
	◆ 時々ねじの緩みがないか確認してください。



16

操作キー/ツマミ
本機の【 】、【▲】、【▼】、【 】、【サイド1】、【サイド2】キーには、任意の機能を登録
することができます。

e

a

g

i

h

j

c

d

f

b

アンテナ

スピーカー部

表示部

マイクロホン部

ストラップ用穴

a 	【電源/音量】ツマミ
電源のオン/オフ、および音量を調節します。

b 	 LED
送信時は赤色に点灯します。受信時は緑色に点灯します。

選択呼出受信のときは設定した色に点滅します。

c	【▲】アップキー
出荷状態で設定されている機能

押す チャンネル番号が上がります。

押し続ける オートチャンネルセレクトを開始します。

各部の名称と機能
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各部の名称と機能
d	【▼】ダウンキー

出荷状態で設定されている機能
押す。 チャンネル番号が下がります。

押し続ける。 チャンネルスキャンを開始します。

e 	【 】メニューキー
出荷状態で設定されている機能

押す。 メニューを表示します。

押しながら電源を入れる。 拡張メニューを表示します。

押し続ける。 キーロック機能がオン/オフします。

f 	【 】バックキー
出荷状態で設定されている機能

押す。 現在のチャンネルと設定されたダイレクトチャンネル１が交互に入れ替わ
ります。出荷時は呼出用 15 チャンネルが設定されています。

押し続ける。 機能は設定されていません。

g 	オプション接続端子 (防水キャップ)
イヤホン/ スピーカーマイクロホンなど外部機器を接続します。

h 	【PTT】スイッチ
押すと送信します。押したままマイクロホンに向かって話します。

i 	【サイド1】キー
出荷状態で設定されている機能

押す。 表示しているチャンネルのスキャン対象 / 非対象を切り替えます。
押し続ける。 送信出力が切り替わります。

j 	【サイド2】キー
出荷状態で設定されている機能

押す。 設定されたセカンド PTT チャンネルに移ります。
押し続ける。 機能は設定されていません。

	◆ 各操作キーの動作機能は出荷時の設定です。メモリーコントロールプログラム 
MCP-10B( フリーソフト ) を使用し、各キーに動作機能を割り付けることにより、
動作機能は変更できます。《☛ p.46 を参照》
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各部の名称と機能
表示部

補助領域表示

サブ表示

メイン表示

キーガイド表示

アイコン表示

表示エリア 説明

アイコン表示 設定された機能の動作をアイコンで表示します。

メイン表示 チャンネル番号やメッセージなどを表示します。

サブ表示 登録局のチャンネル番号などを表示します。

補助領域表示 設定された機能の補助的内容を表示します。

キーガイド表示
【 】【 】【 】【 】キーを押すと起動する機能を表示部の下側に表

示します。
※表示されるキーガイドは無線機の状態で異なります。

表示可能なアイコン

アイコン 説明

受信している電波の強さを表示します。
: 強  : 中   : 弱   : 微弱   表示なし : キャリアなし  

バッテリー容量の残量を表示します。
: 高   : 中   : 低  ( 点滅 ) : 早めに充電してください。

送信出力がハイパワーに設定されているときに表示します。

送信出力がローパワーに設定されているときに表示します。

上空チャンネルに設定されているときに表示します。( 受信専用 )

PTT ホールド機能が設定されているときに表示します。

スキャン中に表示します。 スキャンが一時停止中のときは点滅します。

オートチャンネルセレクト機能がオン のときに表示します。
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各部の名称と機能

アイコン 説明

デュアルグループオートチャンネルセレクト機能がオンに設定され、サブグループの
チャンネルで送信のときに表示します。停止中のときは点滅します。

セカンド PTT 機能がオン のときに表示します。
セカンド PTT チャンネルを表示しているときは点滅します。

選択しているチャンネルまたはスキャン一時停止しているチャンネルがプライオ
リティチャンネルに設定されているときに表示します。

選択しているチャンネルまたはスキャン一時停止しているチャンネルがスキャン
の対象チャンネルであると表示します。

秘話機能がオンのときに表示します。
暗号化された信号を受信すると点滅します。

モニター機能が オン のときに表示します。

Bluetooth 機能がオンのときに表示します。処理中のときは点滅します。

Bluetooth 機器と接続中に表示します。

キーロック機能がオン のときに表示します。

サイレントアラーム機能が設定されているときに表示します。

点滅 : サイレントアラーム機能による音声ミュート状態のときに表示します。
点灯 : 音声ミュートをキー操作で解除したときに表示します。

はっきり聞取り機能がオンのときに表示します。

音量アッテネート機能がオン のときに表示します。

イヤホンモードがオン のときに表示します。

選択呼出が一致しているときに点滅します。

VOX 機能がオン のときに表示します。

外部スピーカーがオンのときに表示します。

	◆ 無線機の設定状態により、使用できる機能および表示されるアイコンは変更さ
れます。
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操作説明について

本取扱説明書の操作説明は工場出荷時に設定されている機能を説明しています。

メモリーコントロールプログラム MCP-10B( フリーソフト )を使用すると、メニューモー
ドで操作できる機能を追加し、詳細な設定をすることができます。《☛ p.46 を参照》
操作手順の説明では、操作キー (【 】キー、【電源/音量】ツマミなど)の、「キー」、「ツマミ」
を記載しません。

通話する

1  	【電源/音量】を時計方向に回して電源を入れる
「ピーッ」と鳴り電源が入ります。電源を切るに

は【電源/音量】を「カチッ」という音がするまで反
時計方向に回します。

電源オン / 

音量上げる

電源オフ / 音
量下げる

2  	【電源/音量】を回して音量を調整する
右 ( 時計方向 ) に回すと音量が大きく、左 ( 反時
計方向 ) に回すと音量が小さくなります。

3  	【▲】/【▼】を押して通話チャンネルを合わせる
使用するチャンネルが決まっている場合の通話

CH10 に設定の
Aさん

CH10 に設定の
Bさん

通話できる

通話する相手局と同じチャンネルに合わせます。相手局の電波を受信すると、LED
が緑色に点灯し、スピーカーから受信音が聞こえます。
使用するチャンネルが決まっていない場合の通話

呼出用チャンネル
に設定の Aさん

呼出用チャンネル
に設定の Bさん

Bさん、CH3 に
切り替えてください

呼出用チャンネル
に設定の Aさん

呼出用チャンネル
に設定の Bさん

はい。切り替えました チャンネル切り替え

呼出用チャンネル (CH15) に合わせて、通話したい相手と使用するチャンネルを決めます。

操作のしかた
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操作のしかた

	◆ 呼出用チャンネル (CH15) は、不特定多数の人との通話を含め、一時的な呼出
チャンネルとなっており、継続的な通話の場合は、別のチャンネル (CH1~14、
16~30、S1~S5( 受信専用 )) に切り替えてから通話してください。

	◆ 呼出用チャンネル (CH15) ではユーザーコード (UC) を使ったグループ通話や秘
話機能などを設定した通話ができませんのでご注意ください。

4  	【PTT】を押して送信する
送信状態になり、LED が赤色に点灯します。
	● 他に送信している無線局がないこと ( 送受信 LED の
緑色が消灯していること ) を確認してから送信して
ください。

5 	【PTT】を押しながらマイクロホンに向かって話す
マイクロホンは口元から 3~4 cm 程度離してください。

【PTT】を離すと待受状態に戻ります。

	◆ 大きな声で話したり、マイクロホンとの距離が近すぎると、明瞭度が低下する
場合があります。

6 	 相手の音声を受信する
【PTT】を離すと待受状態になります。相手が送信し、

受信すると、表示部に電波状態のアイコンが表示され
て、LED が緑色に点灯し、相手の音声が聞こえます。

7 	【電源/音量】を反時計方向に回して電源を切る
使用後は、電源を切ってください。

通話するときのアドバイス
キャリアセンス( 混信防止機能) について
本機は、電波法の規定によりキャリアセンス ( 混信防止
機能 ) を備えています。

送信しようとしているチャンネルを他の局が使用中の場合は、そのチャンネル 
での送信を禁止する機能です。送信しようとするチャンネルが他の局に使われている
ときに【PTT】を押すと、警告音が鳴り、表示部に「ビジー」と表示されます。他の局が
通話を終了してから送信してください。

通話時間の制限について
本機は、電波法の規定により 1 回の通話時間を、送信と受信あわせて 5 分間に制限し
ています。連続送信を自動的に停止する機能です。本機は、連続して５分以上の送信
はできません。５分以上送信を続けると警告音が鳴り、送信が停止します。この場合
１分以上経過しないと再度送信することはできません。

電波状態
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グループで通話する

ユーザーコードを使用すると、簡易のグループ通話をおこなうことができます。同じチャ
ンネルを複数のユーザーが使用している場合、同じユーザーコードを設定しているグルー
プの相手とだけ通話することができます。

CH2
UC1

に設定のAさん

CH2  UC2
 に設定のグループ

通話できない

通話できる

CH2  UC1
 に設定のグループ

ユーザーコードを設定する
グループ通話をおこなうには、送信側、受信側ともに同じユーザーコードに設定してお
く必要があります。

1 	【 】を押してメニューに入る
メニューモードの設定項目が表示されます。

2 	【▼】/【▲】で、カテゴリーアイコンの「 機能設定」にカーソルを合わせ、【 】を押す

3 	【▼】/【▲】で、設定項目「UC設定」を表示させ、【 】を押す
ユーザーコード (UC) の設定値が表示されます。

4 	【▼】/【▲】で、1桁目のユーザーコードを1~9から選択し、【 】を押す

【▲】
を押す

5 	 2桁目以降を設定する場合は、手順4を繰り返す(2桁目以降は0 ~ 9)
ユーザーコードは、なし、1 ~ 511 の範囲で設定することができます。

	● 2 桁以上を表示しているときに、【 】を押すと 1 桁目が削除されます。
	● 【 】を 1 秒以上押すと全桁が削除されます。

6 	【 】を押し、ユーザーコード確定する

	◆ 呼出用チャンネル (CH15) では本機能は使用できません。他のチャンネルを選
んでから設定してください。
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通話する
1 	【PTT】を押して通話する

秘話機能で通話する

デジタルでの音声通話に暗号化をおこない、秘匿性を高めた通話ができる機能です。通
話内容の傍受を防止します。

出荷時、秘話機能は設定されていません。拡張メニューモードの秘話設定カテゴリー内
の一括秘話鍵設定で、秘話鍵コードを設定したあと使用することができます。

CH10
UC  1 

秘話鍵コード 00006 
に設定している A さん

CH10
UC  1

秘話鍵コード
00006 に設定

している B さん

CH10
UC  1

秘話設定を OFF
に設定の部外者

通話できる

通話聞けない

秘話鍵コードを設定する
1 	【 】を押しながら電源を入れて拡張メニューに入る

拡張メニューモードのカテゴリーアイコンが表示されます。

2 	【▼】/【▲】で、カテゴリーアイコンの「 秘話設定」にカーソルを合わせ、【 】を押す

を7回押す
【▲】

設定項目名が表示されます。

3 	【▼】/【▲】で、設定項目の「一括秘話鍵」を表示させ、【 】を押す
秘話鍵コードの設定値が表示されます。



24

操作のしかた

4 	【▼】/【▲】で、1桁目の秘話鍵コードを1~9から選択し、【 】を押す

【▲】
を6回押す

5 	 2桁目以降を設定する場合は、手順4を繰り返す(2桁目以降は0 ~ 9)
秘話鍵コードは、なし、1 ~ 32767 の範囲で設定することができます。 

6 	【 】を押し、秘話鍵コード確定する
拡張メニューモードを終了します。 

7 	 一度電源を切ってから、再度電源を入れる
秘話機能を使用する
1 	【 】を押してメニューに入る

メニューモードのカテゴリーアイコンが表示されます。

2 	【▼】/【▲】で、カテゴリーアイコンの「 秘話設定」にカーソルを合わせ、【 】を押す

を押す
【▼】

設定項目名が表示されます。

3 	【▼】/【▲】で、設定項目「秘話」を表示させ、【 】を押す

4 	【▼】/【▲】で、「オン」を選択し、【 】を押す

【▲】
を押す

5 	【PTT】を押して通話する
	◆ 秘話機能は、通話する相手局も秘話機能がオンで、同じ秘話鍵コードが設定さ

れていないと正しく通話できません。
	◆ 秘話機能は、全チャンネルに対して同じ値を一括設定するか、メモリーコント

ロールプログラム (MCP-10B) を使用することで、チャンネルごとに個別設定す
ることができます。

	◆ 呼出用チャンネル (CH15) では本機能は使用できません。他のチャンネルを選
んでから設定してください。

	◆ 秘話機能を使用しても、電波を使用した通話であるため、第三者による盗聴を
完全に阻止できるものではありません。
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BluetoothⓇ機器を使って通信する TPZ-D563BTのみ

本機の Bluetooth 機能を有効にすることで、弊社指定の Bluetooth 対応機器と接続す
ることができます。

本機で接続できるBluetooth対応機器
本機に接続可能な Bluetooth 対応機器については、下記の URL および
右記の QR コードからご覧ください。
https://www.kenwood.com/jp/support/com/wireless-headset

Bluetooth機器とペアリングする
ペアリングとは、無線機とBluetooth対応機器の機器設定をお互いに登録する機能です。
一度ペアリングしたBluetooth機器とは、再びペアリングする必要はありません。

弊社指定Bluetooth対応機器 KHS-55BTとの接続を例に説明します。

【無線機のBluetooth機能をオンにする】

1 	【 】を押してメニューに入る
メニューモードのカテゴリーアイコンが表示されます。

	● 拡張メニューモードからでも設定可能です。

2 	【▼】/【▲】で、カテゴリーアイコンの「 」にカーソルを合わせ、【 】を押す

を押す
【▲】

3 	【▼】/【▲】で、設定項目の「ブルートゥース」を表示させ、【 】を押す
Bluetooth 設定項目名が表示されます。

4 	【▼】/【▲】で、「オン」を選択し、【 】を押す

【▲】
を押す

表示

Bluetooth 機能が起動し、アイコン「 」が表示されます。
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【KHS-55BTをペアリングモードにする】

1 	 KHS-55BTの電源ボタンをインジケー
ターが点滅するまで押す (約5秒間)
インジケーターが速く点滅しないときはいっ
たん電源を切って、やり直してください。

...

マルチファンクション 
ボタン

インジケーター
電源ボタン

音量調整＋
音量調整－

<KHS-55BT 各部の名称 >

【無線機からKHS-55BTをペアリングする】

1 	【 】を押してメニューに入る
メニューモードのカテゴリーアイコンが表示されます。

	● 拡張メニューモードからでも設定可能です。

2 	【▼】/【▲】で、カテゴリーアイコンの「 」にカーソルを合わせ、【 】を押す

を押す
【▲】

3 	【▼】/【▲】で、設定項目の「BT機器」を表示させ、【 】を押す
Bluetooth 機器設定項目名が表示されます。

4 	【▼】/【▲】で、「BT機器検索」にカーソルを合わせ、【 】を押す

【▲】
を押す

5 	 Bluetooth機器の検索を開始し、 検出するとBluetooth機器を表示するので選
択し、【 】を押す

検出すると

6 	 接続確認メッセージが表示されるので、【 】を押し接続処理を実行する

【 】
を押す

マイクロホン
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7 	 KHS-55BTのインジケーターがゆっくり点滅したら、.
マルチファンクションボタンを押す
無線機は「接続完了」を表示しアイコン「 」が表示されます。

表示

8 	 以降は、Bluetooth機能オンで、自動的に接続されます
	◆ 最大 10 台の Bluetooth 対応機器をペアリング登録できます。すでに 10 台登

録されているときにペアリングをおこなうと、最も古く登録、または接続した
Bluetooth 対応機器の登録を解除し、新しい Bluetooth 対応機器を登録します。

オートチャンネルセレクト (ACS) 機能を使って検索する

空いているチャンネルを通話の都度自動で探し、同じユーザーコードが設定されている
受信局も自動的に同じチャンネルへ引き込む機能です。グループが多い場所での混信を
緩和します。

オートチャンネルセレクト機能を使用するには、送信側も受信側もオートチャンネルセ
レクト機能を有効にし、同じユーザーコードに設定しておく必要があります。

ユーザーコードを設定する
1 	【 】を押してメニューに入る

メニューモードの設定項目が表示されます。

2 	【▼】/【▲】で、カテゴリーアイコンの「 機能設定」にカーソルを合わせ、【 】を押す

3 	【▼】/【▲】で、設定項目「UC設定」を表示させ、【 】を押す
ユーザーコード (UC) の設定値が表示されます。

4 	【▼】/【▲】で、1~511の設定値から任意のユーザーコードを選択し、【 】を押す

オートチャンネルセレクト(ACS)機能を使う
1 	【▲】を長く押す

「 」アイコンが表示され、空きチャンネル検索を開始します。

ユーザーコード
表示

	◆【 】を長押しすると、本機能は解除されます。

... ...
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2 	 受信側に送信する
【PTT】を押すと空きチャンネルで、設定中のユーザーコードで送信をおこないます。

送信中、および送信終了後 3 秒間、チャンネル検索は一時停止します。チャンネル
検索が停止している間は「 」アイコンが点滅します。

	● チャンネル検索が一時停止して 3 秒のあいだに受信側からの応答がないと、チャ
ンネル検索が再開します。

点滅

3 	 受信側が【PTT】を押す
受信側は、チャンネル検索中に一致するユーザーコードの音声を受信します。受信中、
および、受信終了後 3 秒間は、チャンネル検索を一時停止します。チャンネル検索
を一時停止している間は、アイコンが点滅します。
受信側が【PTT】を押して応答すると、空きチャンネルにて通話ができます。

	● 受信してから 3 秒以内に送信しないと、チャンネル検索が再開します。

オートチャンネルセレクト機能種別選択
本機は、メモリーコントロールプログラム (MCP-10B) を使用することで、オートチャンネ
ルセレクト (ACS) 機能に、グループACS機能とデュアルグループ ACS機能の 2種類のチャ
ンネル検索動作を追加することができます。

■ 拡張メニューに追加した「ACS種別」で、追加チャンネル検索動作を選択する
	● MCP-10B を使用し、拡張メニューモードに「ACS 種別」を追加することで、追加機能を使

用することができます。

「通常」 ： オートチャンネルセレクトが動作します。《☛ p.27 を参照》
「グループ」： グループACS機能が動作します。《以下の説明に続きます》
「デュアル」： デュアルグループACSが動作します。《☛ p.29 に続きます》

グループACS機能を使う
オートチャンネルセレクト (ACS) に対し、チャンネル検索をグループ分けして検索速度を
向上させた検索方法です。

グループ 検索チャンネル
グループ A 1 7 14 20 23
グループ B 2 8 13 22 ―
グループ C 3 9 16 21 24
グループ D 4 10 17 25 28
グループ E 5 11 18 26 29
グループ F 6 12 19 27 30

	● 呼出用チャンネルであるチャンネル 15 は含みません。
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1 	【▲】を長く押す
「 」アイコンが表示され、グループ ACS でのチャンネル検索を開始します。

	◆【 】を長押しすると、本機能は解除されます。

2 	【▼】/【▲】を押して検索グループを切り替える

【▲】
を押す

グループを切り替えるとすぐにチャンネル検索を開始します。

3 	 受信側に送信する
【PTT】を押すと空きチャンネルで、設定中のユーザーコードで送信をおこないます。

送信中、および送信終了後 3 秒間、チャンネル検索は一時停止します。チャンネル
検索が停止しているあいだはアイコンが点滅します。

	● チャンネル検索が一時停止して 3 秒のあいだに受信側からの応答がないと、チャ
ンネル検索が再開します。

点滅

4 	 受信側が【PTT】を押す
受信側は、チャンネル検索中に一致するユーザーコードの音声を受信します。受信中、
および、受信終了後 3 秒間は、チャンネル検索を一時停止します。チャンネル検索
を一時停止しているあいだは、アイコンが点滅します。
受信側が【PTT】を押して応答すると、空きチャンネルにて通話ができます。

	● 受信してから 3 秒以内に送信しないと、チャンネル検索が再開します。

デュアルグループACS機能を使う
グループACS機能を同時に2つ起動させて、2つのACSグループで通信ができることにより、
混信・妨害が発生したときに使用チャンネルの切り替えの連絡をする手間が省け、チャンネ
ルの切り替えの連絡をする手間を避けることができ、スムーズな通信ができる検索方法です。
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メイン ( 主 ) ACS グループ サブ ( 副 ) ACS グループ

グループ 検索チャンネル グループ 検索チャンネル

グループ A 1 7 14 20 23 グループ A 1 7 14 20 23

グループ B 2 8 13 22 ― グループ B 2 8 13 22 ―

グループ C 3 9 16 21 24 グループ C 3 9 16 21 24

グループ D 4 10 17 25 28 グループ D 4 10 17 25 28

グループ E 5 11 18 26 29 グループ E 5 11 18 26 29

グループ F 6 12 19 27 30 グループ F 6 12 19 27 30

	● 呼出用チャンネルであるチャンネル 15 は含みません。
	● メイン ACS グループとサブ ACS グループで、同時に同じグループを選択することは	

できません。

1 	【▲】を長く押す
「 」アイコンが表示され、グループ ACS でのチャンネル検索を開始します。

メイン ACS グループ

サブ ACS グループ

	◆【 】を長押しすると、本機能は解除されます。

2 	【▼】/【▲】で、検索グループを切り替える
メイン ACS グループを切り替えるには【▼】を押す

【▼】
を2回押す

サブ ACS グループを切り替えるには【▲】を押す

【▲】
を2回押す

グループを切り替えるとすぐにチャンネル検索を開始します。

3 	 受信側に送信する
■ メインACSグループで送信する場合

【PTT】を押すとメイン ACS グループの空きチャンネルで、設定したユーザーコード
で送信をおこないます。送信中、および送信終了後 3 秒間、チャンネル検索は一時
停止します。チャンネル検索が停止している間は「 」アイコンが点滅します。
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